
提言　青果物輸出拡大に向けた検疫条件の緩和
高知県の輸出の取組

出荷団体や卸売会社と連携した販売促進活動を展開

●輸出国：シンガポール
　・経済水準が高く、動植物検疫条件のハードルが低い

●活動内容
　・大手小売店（シンガポールで約60店舗展開）での試食宣伝
　・現地シンガポール人に受け入れられる食味等の探索
　・現地バイヤーの産地招へい等による関係づくり
　・輸出向け商品の磨き上げ　
　・海上コンテナ輸送での鮮度保持試験　など

●成果
　・試食宣伝を通じて現地の味覚などを把握
　→温州ミカンのブランド「山北ミカン」が高評価!!
　　 輸出量　H28:1.7t→H29:16.8t　約10倍の伸び
　 　認知のなかったミョウガに好反応!!
　　 フルーツトマト「シュガートマト」は他国への拡大も見込める
　　 有望品目!!
　・船便輸送による検証
　→東京から２週間にわたる輸送にも、果実の腐敗はほぼ問題なし
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提言内容

シンガポールでのノウハウを活用して東南アジアで輸出拡大

●輸出国：台湾、タイ、マレーシア等の東南アジア
　・経済的発展が見込まれる地域
　・東南アジア経済の基点であるシンガポールの輸出モデルが応用可能
　・海外資本による量販店出店が著しく、マーケットの広がりに期待　 

●輸出品目：温州ミカン等の柑橘類、トマト等の果菜類
　・食文化の類似性に期待
　・安価な海上輸送が可能
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「植物検疫証明書なし」で輸出
できるシンガポールに対して

カンキツ トマト

台湾 ・植物検疫証明書が必要
・ジャガイモ疫病菌が発生していな
い地域で生産されたもの
※日本全国で発生しているため不可

タイ

・二国間合意による条件を満た
す必要あり
 （ミカンバエに関する登録地
域・園地での栽培、日タイ植物
検疫局の合同輸出検査等）

・植物検疫証明書が必要
 ※遺伝子組み換え植物は不可

マレーシア
・マレーシアが発給する輸入許
可証の取得
・植物検疫証明書が必要

◎ 条件なし

＜各国の検疫条件＞


